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優しく強い子に！ 父母と教師を結ぶ雑誌

子どものしあわせ
編集 日本子どもを守る会 本の泉社

２０１６・１２月号より
由井三小で教師になった１年目から「母と子」とい

う月刊誌を毎月購読し，保護者と読書会もして，学ん
だことを日々の実践にも活かしていました。
いつだったかは忘れましたが，「母と子」が廃刊に

なり，その考え・理想が引き継がれて刊行されたのが
「子どもの幸せ」です。以来ずっと読み続けています。
一部，紹介します。

ｐ７
子どもに多様なまなざしを

http://www.minamih.net/ 子ども達の発達に必要なこと
１６・１２・２６（土） 中学校の教師を長くやってきた中で，うれしかった
南ＮＥＷＳ ＮＯ７９ ことは，小倉百人一首，けん玉，こま，将棋などの名

人が何人もいたことです。
「なんでそんなにすごいの？」
と訊くと
「学童保育で覚えたの」
という返事。学童の先生たちは偉いなと感激しました。
最近手にした本，「学童保育で暴れる子どもたち」（荒井育惠著，本の泉社）

にはびっくりさせられました。学校や親の前では，「良い子」が学童で暴れる，
乱暴な言葉を使う，会話が成立しない，スマホやゲーム漬けなど，学校や家庭
とは違った「学童保育」での子どもたちの姿が１９の項目で報告されています。

子どもの発達に必要なことは６つ。
①子ども同士の遊び
②家でのお手伝い
③自然に触れての諸活動
④読書
⑤一人で机に向かっての家庭学習
⑥おとなとのまとまった会話
です。
私は，子どもたちには

「劣等感を持って過ごすのはよそうね。できることをいっぱい作
ろうね」
と励まし，ニコニコとほめることも心掛けました。
学童や学校の先生たち，親たちと交流し，悩みをお聴きしなが

ら励ましていければと思うことしきりです。

松井 和夫 (日本子どもを守る会常任理事）

日本子どもを守る会の創設者の一人、羽仁説子さん (映画監督
羽仁進さんの母親）は
「子どもと書くとき“子供”とは書かない」
と言っています。
「“供”はお供をする家来，従者を表します。子どもはおとなの
家来でも，付き従う者でもない。十把一絡げのもの共でもない」

と言っているのです。
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また
「“供”は供えるともいい，子どもは神へのお供え物ではない。
ましてや生け贄ではない」

と言っているのです。
東京都の教育委員会の公式文書では“子供”と表記するとされ

ています。矢上は勿論“子ども”と書いています。

秋季リーグ２年生 11月 23日 （水祝）＠緑ヶ丘小
〇めあて
・攻撃も守備も、常にボールの後ろにポジショニングできるよう
全力で走る（団子サッカーとフォローの徹底）

・たくさん技を使う。どんな技を使う、どこにボールを運ぶか事
前に考えておく。

〇試合結果
・南八王子０－２宇津木 SC 前半 0-1
・ 南八王子０－４プレジール SC 前半 0-4
〇 試合経過
・２試合ともに無得点に終わりましたが、全員がめあてを達成す
る意識は高く持ちながら試合に臨めました。

・いづれの失点も団子から出されたパスが相手フリーの選手にわ
たり GK １対１を作られての失点でした。

・古積君は相手パスの出所を予測してボール奪い何度もドリブル
突破を試みました。田倉君もサイドのスペースをスップゴーを
使いボールを運びました。加藤君はダイアゴナルや横方向への
ドリブルが何度も見られました。

・新入部員の松村君と長君も、ボールに関わり V字など技を試み
ました。

〇コーチから

・秋季リーグは１勝３敗２分でした。ドリブルで中盤では

突破できるがゴール前までボールを運べずシュートまで

至りません。

・長い距離をドリブルで運べること、また相手に奪われて

も、すぐ後ろの見方が奪い返す力（フォローとリテイ

ク）が必要です。

・今日の試合から新しい仲間の松村君と長君が初めて２年

の試合に出ました。今まで１年幼児の助けが必要でし

た、これで２年生は９名で戦えます。お互い助け合え

る、強いチームを作っていこう！！

ｂｙ中野コーチ
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